
国道１号北勢バイパス 

要 望 書 

平成３１年 １月 
 
   北勢バイパス建設促進期成同盟会 
                     会長 森 智広 
 
   四日市商工会議所       会頭 種橋 潤治 



 
 

 平素は、北勢バイパスの整備促進につきまして、格別のご高配を賜り厚く
御礼申し上げます。 
 

 国においては、防災・減災対策や老朽化した社会インフラ対策など、国土
強靭化の推進を重点的に取り組まれております。 
 

 私ども同盟会会員市町といたしましても、防災・減災対策や道路施設の老
朽化対策など、住民生活の基盤となる安全・安心なまちづくりに積極的に取
り組んでいるところです。  
 

 四日市市を中心とした北勢地域は、石油化学・半導体・自動車をはじめと
した多様な産業が集積し、国際拠点港湾四日市港と高速道路網が相まっ
て、我が国の経済・物流を支える拠点地域となっています。 
 

 しかしながら、日常的に発生している国道1号、23号の渋滞は、経済活動
の阻害要因となり、生活環境の悪化にもつながっています。 
また、平成26年3月に四日市市等の沿岸市町が、南海トラフ地震津波避難
対策の特別強化地域の指定を受けており、防災の面からも津波浸水被害を
受ける恐れのある国道1号、23号に代わる緊急輸送道路（命の道）として、北
勢バイパスの早期整備が必要です。  
  

 一方、北勢バイパスが開通した区間においては、沿線企業の設備投資や
新たな雇用創出などのストック効果が現れています。さらに、2021年に「三重
とこわか国体」、 「三重とこわか大会」が開催されることもあり、地域経済の発
展や広域的な道路ネットワークの形成のために、ますます重要性が増してお
ります。また、三重県全体を考えた場合、県内の南北軸として北勢バイパス
及び中勢バイパスが共に開通することで、県全体としての整備効果も最大限
発揮されます。 
 

 よって、北勢バイパスの整備をはじめ、産業活動と住民の安全・安心な生
活を支える各種道路整備並びに道路インフラの老朽化対策に必要な予算を
確保されるよう右記の通り強く要望いたします。 
 

  
 １ 



２ 

 

 
 
 
記 

  
 

１ 北勢バイパスは、新たな道路ネットワークの構築による経済の好循環
を図り、新規企業の進出や企業の設備投資などの産業面のストック
効果を更に高めることから、早期全線開通に向けて必要な事業費を
確保し、市道日永八郷線～国道４７７号バイパス間の開通見通しの
公表を行うこと。また、鈴鹿四日市道路は、早期に事業化すること。 

 

１ ５年に１度の道路橋等定期点検が１巡目を終えることも踏まえ、その
結果に基づく道路の老朽化対策、及び地方が必要とする道路整備
を計画的かつ着実に進めるため、道路関係予算総額の拡大及び
老朽化対策予算の別枠確保を図ること。 

 

 

 

 

 北勢バイパス建設促進期成同盟会 会長  森   智広 
 

 

             会員市町  四日市市長 森    智広    鈴鹿市長   末松  則子 

              朝日町長  栗田  康昭    川越町長   城田  政幸 

               菰野町長  石原  正敬 

  

 四日市商工会議所              会頭  種橋 潤治 



○鈴鹿四日市道路（国道1号（四日市市釆女町）～中勢バイパス（鈴鹿市稲生町））                         

北勢バイパスの早期整備について 

【事業中区間】 

   

 

     

○国道477号バイパス～国道1号（四日市市釆女町）           事業促進 

 

三重県内の道路の南北軸を形成（国道23号とダブルネットワーク化）    

○市道日永八郷線～国道477号バイパス           開通見通し（目標）の設定 

 

 

北勢バイパスが国道477号バイパスを通じて、新名神と早期につながることによって、道路
ネットワークが飛躍的に向上    

早期事業化  

３ 

 

北勢バイパス 延長 21.0km 

開通区間 

延長 8.5km 

未開通区間 

延長 12.5km 

北勢バイパス 

未事業化区間 

一般国道 

主な県道等 

高速道路 東海環状(新四日市JCT～東員IC) 

新名神高速道路 
平成28年8月11日開通 

東海環状(東員IC～(仮)大安IC) 

平成30年度開通予定 

菰野ＩＣ 

東員ＩＣ 

新四日市ＪＣＴ 

事業促進 

東名阪自動車道 

国道477号バイパス 
平成30年10月27日開通 

亀山西ＪＣＴ 

四日市港 
〔国際拠点港湾〕 開通見通し   

の設定 

整備ポイント 
坂部トンネル 

中勢バイパス 延長2.9km 
平成31年2月17日開通予定 

鈴鹿市 

国道1号･23号主要渋滞箇所 

 箇所：    区間： 

 四日市市 

 菰野町 

東芝四日市工場 

 東芝メモリ㈱ 
四日市工場 

鈴鹿四日市道路 
 延長7.5km 

早期事業化 



三重県市町別製造品出荷額等（H25） 

伊
勢
自
動
車
道 

津市 

鈴鹿市 

亀山市 

四日市市 

    凡例 
   開通済み 
   未開通区間 
   未事業化区間 

か 

 

（１）三重県の北部（北勢地域）に多くの産業が集積する中で、特に四日市市・鈴鹿市は産業・物流 

の拠点地域。（下記  ，下記  を参照） 
（２）沿線に企業（工場）の新規立地や設備投資が進展し、地域経済の発展や人口の増加等、 

  ストック効果が発現。（下記  ，下記  を参照） 
（３）国道1号、23号の渋滞緩和は、円滑な産業・物流活動を促進し、生活環境も向上。 
（４）四日市港（国際拠点港湾）の利用促進、国際競争力の強化。 （下記  を参照） 
（５）北勢バイパスと中勢バイパスの接続は、三重県内の南北主要幹線道路のダブルネットワーク
形成につながり、三重県全体への波及効果大。（下記  を参照） 

  
（６）南海トラフ巨大地震による津波浸水被害が想定される国道1号、23号に代わる緊急輸送道路
として機能。 

 
 

 
 

人
口
（
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位
：
千
人
）

 

321 
324 

336 
331 +3千人 

+7千人 

+5千人 

H15部分開通 H22部分開通 

北勢バイパス整備と人口推移 
（四日市市、朝日町、川越町） 

人口（国勢調査） 

生産性向上による成長力の強化！ 

国土強靭化に寄与！ 

ｂ 

ｅ 

ｄ 

ａ 

H27 製造品出荷額等の市町ランキング 
順位 市 製造品出荷額等 

1 豊田市 14兆1666億円  

2 川崎市 4兆2884億円 

3 市原市 4兆2145億円 

4 横浜市 4兆1394億円 

5 倉敷市 4兆 186億円 

6 堺市 3兆7416億円 

7 大阪市 3兆6870億円 

8 名古屋市 3兆5479億円 

9 四日市市 3兆3559億円 

10 神戸市 3兆1258億円 

全国の都市の中で第９位 

H23・H26部分開通 

４ 

Ｃ H27 三重県市町別製造品出荷額等 

北勢 

約69% 

中勢 

約10% 

四日市市 
33,559億円 

鈴鹿市 
11,367億円 

いなべ市 
13,870億円 

亀山市 
11,766億円 桑名市 

4,548億円 

その他 
22,699億円 

松阪市 
4,039億円 

津市 
7,138億円 

ａ 

１万2千人を超える乗船客や2万1千人を超える 
一般見学者が四日市港に来港(ｺｽﾀ ﾈｵﾛﾏﾝﾁｶ含む） 

外国客船の寄港 

一般来場者アンケート 
結果（抜粋） 

パネルディスカッション：鈴鹿商工会議所、三重交通㈱、住友電装㈱ 
                                    鈴鹿市長、津市長、四日市市長 
一般来場者：約650名 

「北勢・中勢地域の活
力向上のための必要な
道路」との問いには、
「北勢バイパス」 
「鈴鹿四日市道路」が
５０％以上あった。 

北勢・中勢における地域活力の現状と将来の 
可能性を考えるシンポジウム（H30.9.8開催) 

平成30年6月から11月の間に 
ダイヤモンドプリンセスが4回寄港 

沿線の企業 ｆ 

住友電装 

東芝ﾒﾓﾘ 

ｂ 

Ｃ f 

ｄ 

e 

H31.2.17 
開通予定 





 

国道４７７号 菰野バイパス 
 

要 望 書 
 

 
平成 30 年 10 月 27 日（土） 四日市インターアクセス道路「四日市湯の山道路」開通セレモニー 

 

 

 

平成３１年１月 

 
 

四日市インターアクセス道路整備促進期成同盟会 

菰 野 町 商 工 会 

菰 野 町 観 光 協 会 



要 望 書 
  

平素は、国道４７７号四日市湯の山道路、菰野バイパスの事

業促進に格段のご高配とご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。

また、これまでの格別のご配慮により、四日市インターアクセ

ス道路の四日市湯の山道路が平成３０年１０月２７日（土）に

全線開通し、同盟会一同、深く感謝申し上げます。さらに、平

成 30 年度第二次補正予算の編成、平成 31 年度当初予算におけ

る道路関係予算の増額についてご尽力いただき、重ねてお礼申

し上げます。 

菰野バイパスは、三重県有数の観光地である菰野町の湯の山

温泉と今年度開通する新名神高速道路菰野インターチェンジを

結び、国際拠点港湾である四日市港や四日市市の中心市街地か

ら国道２３号、国道１号、国道１号北勢バイパス、東名阪自動

車道などの主要幹線道路を東西に連絡する四日市インターアク

セス道路に直結し、観光振興や地域経済を支える道路として、

また、住民生活を支える生活関連道路として、地域の活性化を

支える重要な道路であります。 

 しかし、菰野町湯の山温泉周辺地域は、紅葉時期など観光シ

ーズンを中心に渋滞が発生し、観光産業や住民生活に影響を与

えており、また、菰野インターチェンジ隣接地においては、土

地区画整理組合による約１７万㎡の工業系用地造成計画を具現

化し、企業誘致を行うことで、地域の活性化が大いに期待され

ています。 

今年度に開湯 1300 年を迎えました湯の山温泉へのアクセス

道路として、観光シーズンの渋滞緩和に寄与して観光振興を支

え、工業系用地のアクセス道路として、地域産業の生産性向上



を支えるためには、菰野バイパスが必要不可欠であるので、特

段の配慮を賜りますようお願いいたします。 

  

 

記 

 

 

一 地方が真に必要な道路整備、管理が長期安定的に進められ

るよう、必要な予算を安定的に確保すること。 

 

一 四日市インターアクセス道路と接続することで、より整備

効果を発揮する菰野バイパスの整備に必要な予算の確保を

支援すること。 

 

 

四日市インターアクセス道路整備促進期成同盟会 

会 長 菰野町長  石原 正敬 

副会長 四日市市長 森 智広 

 

 

菰野町商工会      会 長    辻 伴壽 

 

 

菰野町観光協会     会 長    辻 智幸 



地域の観光産業、地域経済の活性化を支援する道路  ～菰野バイパス～ 

四日市市 

菰野町 

四
日
市
港 

至 名古屋 

至 鈴鹿市 

至 いなべ市 

至 鈴鹿市 

至 名古屋 

渋滞箇所 

菰野町 

工業団地 

工業系 

用地造成 

東員IC 

東海環状自動車道 

四日市 

コンビナート 

新四日市JCT 

四
日
市
港

(

旧
港
地
区
） 

四日市JCT 

四日市IC 

菰野BP 
L=2.0km 

四日市インターアクセス道路 約２０ｋｍ 

開通済区間 
H30.10.27 
供用開始 

四日市 

コンビナート 

四日市 

コンビナート 

国際海上 

コンテナターミナル 

湯の山温泉 

住居系 

用地造成 

湯の山かもしか大橋 

御在所岳 

御在所岳は中部国際空港から最も近い“雪山”として外国人観光客に人
気です。 

◆平成３０年度の官民の取組 

 湯の山温泉開湯１３００年の記念事業（温泉博覧会） 
 御在所岳山上公園のリニューアルオープン（H30.7.11） 
  （新型ゴンドラの導入、レストランの新設） 
 山麓駅舎（エレベータ設置、登山用品店の出店） 
 御在所ロープウエイの駐車場整備 
 鈴鹿国定公園指定５０周年 
 新たなアクセスルート（湯の山かもしか大橋）の完成 
 外国人観光客への支援 
 → 宿泊施設の指認証「ゆびクーポン」の登録 
 → Ｗｉｆｉ、多言語案内板の整備、インバウンド研修会の開催 

ＩＣ周辺に新しい工業系用地を造成し、地域経済の活性化に繋げます。 

 

菰野IC 

菰野BP 四日市湯の山道路 

工業系用地 

約16.8ha 

住居系用地 

29.6ha 

菰野インター周辺地区の土地区画整理事業 
 概算面積４６．４ha  （工業系１６．８ha 住居系２９．６ｈａ） 
 事業期間２０１９年度から７年間（予定） 

湯の山温泉へのアクセスが向上し、 
  インバウンド拡大が期待されます。 

紅葉シーズンの渋滞の緩和が期待されます。 

湯の山方面の渋滞 四日市方面の渋滞 

紅葉シーズンには現道の国道では5.5km

の渋滞が発生しており、観光客だけでなく
生活道路として利用している地元住民の生
活にも支障を来たしている。今年度に開通
した四日市湯の山道路、湯の山かもしか大
橋を結ぶ菰野バイパスが整備されることに
より、渋滞緩和が大いに期待されている。 

菰野IC 

四日市湯の山道路 


